
JP 2013-522424 A 2013.6.13

(57)【要約】
　本発明は、（ａ）少なくとも１つのアルキル（オリゴ）グリコシド、（ｂ）（ａ）とは
異なる少なくとも１つの共界面活性剤、（ｃ）少なくとも１つの非水溶性有機油成分、（
ｄ）少なくとも１つのワックス、および（ｅ）水を含むマイクロエマルションの洗浄剤を
製造するための使用、アニオン性および両性界面活性剤、ならびに手洗い用食器洗浄剤の
総重量に基づいて０．２～１０重量％の量の請求項１に記載のマイクロエマルションを含
む水性手洗い用食器洗浄剤、ならびに（Ａ）請求項１に記載のマイクロエマルション、（
Ｂ）アニオン性界面活性剤、（Ｃ）カチオン性ポリマー、（Ｄ）任意にさらなる界面活性
剤、（Ｅ）任意に化粧品用添加剤、および（Ｆ）水を含む化粧洗浄剤に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのアルキル（オリゴ）グリコシド
（ｂ）（ａ）とは異なる少なくとも１つの共界面活性剤
（ｃ）少なくとも１つの非水溶性有機油成分
（ｄ）少なくとも１つのワックス、および
（ｅ）水
を含むマイクロエマルションの洗浄剤を製造するための使用。
【請求項２】
　マイクロエマルションが一般式：Ｒ１Ｏ－［Ｇ］ｐ〔式中、Ｒ１は４～２２個の炭素原
子を有するアルキル基および／またはアルケニル基であり、Ｇは５～６個の炭素原子を有
する糖基であり、ｐは１～１０の数である〕で示されるアルキル（オリゴ）グリコシド（
ａ）を含むことを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　共界面活性剤（ｂ）として、ポリオール脂肪酸エステルが存在することを特徴とする、
請求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　有機油成分（ｃ）として、分枝脂肪アルコール、Ｃ６～Ｃ２２ジアルキルエーテル、エ
ステル油、特に、６～２２個の炭素原子を有する分枝若しくは直鎖モノカルボン酸と６～
２２個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝脂肪アルコールとのエステル、炭化水素、ま
たはそれらの混合物が存在することを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の使用
。
【請求項５】
　化粧洗浄剤において有機油成分（ｃ）に存在するエステル油が、直鎖Ｃ６～Ｃ２２脂肪
酸と直鎖若しくは分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールとのエステル、分枝Ｃ６～Ｃ１３カル
ボン酸と直鎖若しくは分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールとのエステル、直鎖Ｃ６～Ｃ２２

脂肪酸と分枝アルコールとのエステル、Ｃ１８～Ｃ３８アルキルヒドロキシルカルボン酸
と直鎖若しくは分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールとのエステル、直鎖および／または分枝
脂肪酸と多価アルコールおよび／またはゲルベアルコールとのエステル、Ｃ６～Ｃ２２脂
肪アルコールおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸とのエステル、Ｃ２～
Ｃ１２ジカルボン酸と１～２２個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝アルコールまたは
２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシ基を有するポリオールとのエステル、
直鎖および分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールカーボネート、 エステル油、例えば、イソ
プロピルパルミテート、イソプロピルミリステート、エチルヘキシルパルミテート、セチ
ルパルミテート、ミリスチルミリステート、オレイルオレエート、エチルヘキシルステア
レート、ジ－ｎ－オクチルカーボネート、オレイルオレエート、カプリリルカプリレート
、オレイルエルケートまたはそれらの混合物からなる群から選択されることを特徴とする
、シャワージェルまたはシャンプーなどの化粧洗浄剤を製造するための請求項４に記載の
使用。
【請求項６】
　ワックス成分（ｄ）として、天然ワックス、例えばショレアステノペテラバター、シア
バター、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、木ロウ、エスパルトグラスワックス、コル
クワックス、グアルマワックス、米ぬか油ワックス、甘蔗ワックス、オウリキュウリロウ
、モンタンロウ、蜜蝋、セラックワックス、鯨ロウ、ラノリン（羊毛脂）、尾腺グリース
、セレシン、オゾケライト（地ロウ）、ペテロラタム、パラフィンワックス、マイクロワ
ックス；化学的変性ワックス（ハードワックス）、例えばモンタンエステルワックス、サ
ソルワックス、水添ホホバワックス、および合成ワックス、例えばポリアルキレンワック
スおよびポリエチレングリコールワックスを選択すること、特に天然ワックス、少なくと
も１４個の炭素原子を有するモノカルボン酸と少なくとも１４個の炭素原子を有する脂肪
アルコールとのエステルに基づくワックスを選択することを特徴とする、請求項１～５の
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いずれかに記載の使用。
【請求項７】
　マイクロエマルションが、さらなる成分（ｆ）としてカチオン化合物、特に第４級アン
モニウム化合物および／またはカチオン性ポリマーを含有することを特徴とする、請求項
１～６のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　マイクロエマルションが、成分（ｇ）として、ヒドロトロープ、例えばグリセリン、防
腐剤、クエン酸、フェノキシエタノール、ＵＶ光保護フィルター、酸化防止剤、生物活性
成分、香料、染料、殺生物剤およびｐＨ調整剤からなる群から選択されるさらなる成分を
任意に含有することを特徴とする、請求項１～７のいずれかに記載の使用。
【請求項９】
　マイクロエマルションが、
　４～２５重量％の成分（ａ）
　４～２０重量％の成分（ｂ）
　５～５０重量％の成分（ｃ）
　０．５～１５重量％の成分（ｄ）
　１００重量％になるまで加える成分（ｅ）
　０～１０重量％の成分（ｆ）
　０～５重量％の成分（ｇ）
を含有する（ただし、（ａ）～（ｇ）の合計は１００である）ことを特徴とする、請求項
１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　洗浄剤、特に水性手洗い用食器洗浄剤または化粧洗浄剤の間隔特性を改善するための、
請求項１～９のいずれかに記載のマイクロエマルションの使用。
【請求項１１】
　アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤および、手洗い用食器洗浄剤の総重量に対
して０．２～１０重量％の量の請求項１の記載に従うマイクロエマルションを含有する水
性手洗い用食器洗浄剤。
【請求項１２】
　（Ａ）請求項１の記載に従うマイクロエマルション
（Ｂ）アニオン性界面活性剤
（Ｃ）カチオン性ポリマー
（Ｄ）任意にさらなる界面活性剤
（Ｅ）任意に化粧品用添加剤
（Ｆ）水
を含有する化粧洗浄剤。
【請求項１３】
　ワイプ、シャワージェル、シャワーバス、ヘアシャンプー、ヘアローション、フォーム
バス、手洗い洗浄剤、洗顔剤、メイクアップリムーバー、浴用調製物、ベビーケア製品、
クリーム、ゲル、ローション、アルコール性および水性／アルコール性溶液、エマルショ
ン、ワックス／脂肪塊、スティック調製物、粉末または軟膏における化粧洗浄剤としての
請求項１２に記載の化粧洗浄剤の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１に皮膚に優しい手洗い用食器洗浄剤として使用するための洗浄剤、第２
にワックスを含む油含有マイクロエマルションに基づく微細分散エマルションの形態で存
在する化粧洗浄剤として使用するための洗浄剤の分野にあり、さらに手洗い用食器洗浄剤
若しくは化粧洗浄剤（例えば、シャワージェルなど）における使用に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般的に、洗浄剤は、特に界面活性剤およびケア物質を油成分に加えて含むより高い濃
度の若しくはより低い濃度の既知のエマルションである。一部の消費者において、単に特
に皮膚に優しいだけでなく、とりわけ急速に、残留物なく油性の汚れ（広義において装飾
用化粧品）を除去する調製物への要求がある。多くの場合、そのような最終生成物の製造
は、個別の供給原料自体を混合することを避けるであろう。それどころか、いわゆる「万
能化合物」に頼ろうとするであろう。これらは、種々の最終製品に対する主成分となり得
る混合物を意味するものと理解される。これらの混合物は、様々な利点を有するマイクロ
エマルションとしてますます提供されてきている。最も簡単な場合には、水を加えること
によって濃縮マイクロエマルションを適切な濃度に希釈する。この場合、希釈したマイク
ロエマルション自体が剤を構成する。しかしながら、一般には、そこに対応する添加剤を
加える。マイクロエマルションの形態でこのような「万能化合物」を使用する分野に応じ
て種々の要件が設定され、最良の場合にはマイクロエマルションにより要件が満たされる
。個々の場合において、マイクロエマルションのプラスの特長を壊すことなくこれらの要
件を満たすさらなる成分を加えなければならない。
【０００３】
　非化粧洗浄剤（例えば、汚れた皿の手洗い用洗浄剤）の利用分野においては、濃縮界面
活性剤水溶液が一般的に用いられ、そこでは時々一連の非常に多くの様々な要求が出され
る。剤は、
－　可能な限り高い活性成分含量を有しているべきであり、
－　同時に液体であるか、少なくとも流動性を有すべきであり、
－　可能な限り低い低温曇点を有しているべきであり、
－　溶液が高脂肪含量を有している場合であっても強力で耐久性のある泡を発生させるこ
とができるべきであり、かつ、同時に自然に、
－　高い食器洗浄能力を有しているべきであり、
－　濃縮泡においても皮膚化学的適合性である（すなわち、皮膚非刺激性である）べきで
ある。
【０００４】
　近年、皮膚化学的適合性に関して消費者の期待が増していることから、皮膚化学的適合
性に関する点は特に注目に値する。敏感肌である消費者の数がますます増加していること
を背景にして、皮膚化学的適合性に関する有利な特性を有する剤がますます重要になって
きている。
【０００５】
　国際公開第００／７１６５８号は、皮膚を刺激しない洗浄剤を調製するために、手洗い
用食器洗浄剤に泡安定剤として皮膚に優しいポリマー剤を配合することを提案している。
【０００６】
　欧州特許出願第０４１０５６７号は、炭化水素、エステル、アミン、アミド、アルコー
ルの第４級アンモニウム化合物からなる群から選択される特定の皮膚に優しい添加剤を加
えることにより、より皮膚に優しい手洗い用食器洗浄剤を製造することを提案している。
選択される１つの成分はワックス、特に蜜蝋である。この明細書の教示に従う剤は、固体
成分を溶解した後、７０℃より高い（＞７０℃）温度で水相と撹拌することにより製造す
ることができる。
【０００７】
　今日、市場には数多くの皮膚に優しい手洗い用食器洗浄剤が存在するが、それにもかか
わらず、先行技術の製品よりも要求される課題をより満たす剤を見出すために、原料供給
および製造のいずれにも強い関心が存在する。このことは特に、このような剤の可能な限
り簡潔な製造方法に関していえることである。
【０００８】
　化粧洗浄剤の分野においても同様に、最終消費者の期待および最終製造業者の期待をよ
り満たす剤を見出す必要性が存在している。
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【０００９】
　特に、皮膚や毛髪がすでに環境の影響で損傷を受けている場合には、洗浄後に皮膚や毛
髪の手触りが荒く、また脆く感じることが多い。さらに、毛髪はカラーリングやパーマに
よっても損傷を受けることがあり、それはしばしば、洗髪後の乾燥、ワラ様の感触によっ
て特徴付けられる。
【００１０】
　したがって、毎日の洗浄により引き起こされる皮膚や毛髪における皮脂および水分の減
少を補うことが化粧洗浄剤の目的である。ボディーケア製品は、環境の影響（特に日光や
風の影響）を防ぎ、皮膚老化を遅らせるものであるべきである。
【００１１】
　このため、これらの欠点を解消することを意図するシャンプー組成物においてはコンデ
ィショナーを用いることがよくある。したがって、しばしばコンディショナーとしてシリ
コーンを含むシャンプー組成物が存在する。しかしながら、これらは毛髪に不可逆的に付
着して、その際、その一部が感触に悪影響を与え、最悪の場合には毛髪をカラーリングす
る際および毛髪にパーマをかける際に問題さえ引き起こす。
【００１２】
　多くの化粧品調製物において、油およびワックスはコンディショニング剤として適して
いる。しかしながら、これらはその作用においてシリコーンとは比べものにならないほど
注目されていない。これらの油およびワックスはこれまで、調製物中で少量の場合にのみ
安定していた。
【００１３】
　国際公開第２００８１５５０７５号は、マイクロエマルションおよび少なくとも１つの
カチオン性ポリマーならびに非アルコキシル化界面活性剤を含む化粧品調製物を記載する
。これらの調製物は、シャンプーおよびヘアトリートメント剤においてコンディショニン
グ剤として使用される。マイクロエマルションは、ＡＰＧ、グリセロールモノエステル、
油体および水を含む。良好なコンディショニング効果を達成するために、カチオン性ポリ
マーが不可避的に使用される。
【００１４】
　先行技術のマイクロエマルションの欠点は、３つの主要構成成分である界面活性剤、共
界面活性剤および油相に加えて、高粘度のワックス様物質の配合が非常に困難であるとい
う事実にある。
【００１５】
　アニオン性、カチオン性または両性界面活性剤を含むマイクロエマルションを提供する
場合、これらの界面活性剤が水溶性であり過ぎてほとんど乳化特性を有しないため、非常
な困難を伴ってしか油成分を使用することができないことも問題である。
【００１６】
　独国特許第３５３４７３３号は、可溶性油成分の割合は低い（０．５～３重量％の範囲
）がマイクロエマルションを記載する。多量の油の配合における問題は、国際公開第９９
４８４７３号でも明らかにされている。この文献においては、０．５～１重量％の油の配
合のみが議論されている。
【００１７】
　非イオン性乳化剤により製造される水中油型エマルションが、加熱した際にしばしば位
相反転（すなわち、温度上昇下、外側の水相が内部相になり得る）を受けることは知られ
ている。この工程は、一般的に可逆的であり、このことは冷却した際に元のエマルション
型が再び形成されることを意味する。前記位相反転温度で調製されたエマルションは、一
般的に低粘度であり、高い貯蔵安定性を有する。
【００１８】
　例えば、国際公開第９８／４００４４号は、５００ｎｍ以下の平均粒子径を有する液体
－界面活性剤混合ミセルを有しており、そのため蒼白に見える水溶性界面活性剤の水性調
製物を記載する。国際公開第９８／１５２５５号の主題は、併用する増粘剤により油滴が
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水相中で安定している水中油型のマイクロエマルションゲルである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】国際公開第００／７１６５８号パンフレット
【特許文献２】欧州特許出願第０４１０５６７号明細書
【特許文献３】国際公開第２００８１５５０７５号パンフレット
【特許文献４】独国特許第３５３４７３３号明細書
【特許文献５】国際公開第９８／４００４４号パンフレット
【特許文献６】国際公開第９８／１５２５５号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　したがって、本発明の課題は、皮膚に優しい洗浄剤、具体的には、既知の製品より要求
される課題を良好に解決し、その洗浄挙動は先行技術に匹敵し、または最良の場合にはそ
れを越え、皮膚への使用における好ましい皮膚感触はそのままである手洗い用食器洗浄剤
および化粧洗浄剤を提供することである。皮膚に柔らかな感触、十分な皮膚ケアをもたら
し、いかなる洗浄毛髪にも油っぽい感触が残ることなく好ましい感触をもたらさなければ
ならない。
【００２１】
　本発明のさらなる課題は感覚的に好ましい方法で皮膚に適用し、スキンケアオイル相を
皮膚に残しながら塗り広げ、濯ぎ流すことができる油含有洗浄製品を提供することである
。さらに、これらの剤は、濯ぎ操作中に洗浄効果を失うことなく、長期間持続するケアお
よび好ましい皮膚感触を残さなければならない。
【００２２】
　この洗浄剤は、容易に処方することができ、長期間安定であり、好ましい皮膚感覚を与
える特性をすでに備えるマイクロエマルションを含む。
【００２３】
　さらに、コンディショニング性能がシリコーン含有調製物の性能に匹敵する、または最
良の場合にはそれを越える化粧毛髪ケア剤を提供することも目的である。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　特定のエマルションが上記の課題を達成し得ることがわかった。
【００２５】
　マイクロエマルションの使用により、および／または、界面活性剤、共界面活性剤、お
よび有機相とワックスの混合物の混合により特徴付けられるこのマイクロエマルションを
含む微細分散エマルションによりこの課題を達成し得ることを、この分野の当業者は予測
し得なかった。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　マイクロエマルションのおかげで、この洗浄剤成分は低粘度剤の形態で存在し、任意の
種類の洗浄剤およびケア剤に非常に容易に組み込むことができるため、透明若しくはほと
んど濁りのない製品を製造することができる。手洗い用食器洗浄剤において非化粧洗浄剤
として、または、シャワージェル調製物若しくはシャンプー調製物において化粧洗浄剤と
して使用することが好ましい。それ故に、皮膚および毛髪用の併用処方（２ｉｎ１製品）
における好適な使用も明らかである。ワックス成分およびエステル油の２つの油成分の組
み合わせが、心地よい長時間持続可能な皮膚ケア感触を感じることができるという事実を
もたらすため、ワックス成分および、油相として少なくとも１つのエステル油を含むマイ
クロエマルションがボディーケアの化粧洗浄剤として優れた特性を示すことがわかる。こ
の２つの油体はその組み合わせにおいて、油っぽくなく、および／または、それらが組み
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込んだ形態でマイクロエマルションに存在するために感じる不快なベタベタ感を残すこと
なく、皮膚や毛髪に対する長期間持続可能な接着をもたらす。この効果は、沈着試験によ
り実証することができた。シャワーゲル調製物に関して、カチオン性ポリマーと併用する
エステル油に基づくワックス含有マイクロエマルションが、シャワーの後の皮膚感触を著
しく改善するということも大きな利点である。この効果は、感覚試験において実証された
。
【００２７】
　本発明において用いられるマイクロエマルションのさらなる利点は、好ましくはアルコ
キシル化化合物を含有せず、それにより、「グリーンコスメ」に対して消費者の関心がま
すます寄せられる化粧品に配合することができるという点にある。
【００２８】
　本出願の第１の主題は、
（ａ）少なくとも１つのアルキル（オリゴ）グリコシド
（ｂ）（ａ）とは異なる少なくとも１つの共界面活性剤
（ｃ）少なくとも１つの非水溶性有機油成分
（ｄ）少なくとも１つのワックス、および
（ｅ）水
を含むマイクロエマルションの洗浄剤を製造するための使用に関する。
【００２９】
　さらに、このマイクロエマルションは、カチオン性化合物、特に第４級アンモニウム化
合物またはカチオン性ポリマーをさらなる成分（ｆ）として含有することができる。本明
細書において、第４級アンモニウム化合物は、特に４級化脂肪酸トリエタノールアミンエ
ステル塩を意味するものと理解される。しかしながら、アルキルアンモニウムハライドも
同様に適している。
【００３０】
　また、場合により、例えば殺生物剤、防腐剤、ｐＨ調整剤、染料、抑泡剤、または香料
などのさらなる成分を、成分（ｇ）として含有することもできる。手洗い用食器洗浄剤の
製造に用いる場合には、ｐＨ調整剤、特に無機酸若しくは有機酸（例えばクエン酸、安息
香酸など）および殺生物剤および／または防腐剤が好ましくは存在する。化粧洗浄剤の製
造に用いる場合には、下記により詳細に説明するような化粧品用添加剤が好ましくは挙げ
られる。
【００３１】
　本発明において用いられるマイクロエマルションは、希釈溶液の形態でまたは希釈溶液
として使用することができる。例えばシャンプー、ベビーケア製品、フォームバス、バス
オイルなどの化粧洗浄剤における使用において、マイクロエマルションを直接用いてもよ
く、または、例えば発泡剤、増粘剤、カチオン性ポリマー、防腐剤、活性成分などの一般
的な添加剤とともに処方することもできる。シャワージェルとしての使用においては、ゲ
ル用コンシステンシーを得るために発泡剤および増粘剤を添加することが好ましい。シー
ト状構造用の含浸剤としての使用においては、水による希釈物が好ましい。
【００３２】
　好ましい実施態様において、
（ａ）１～３５重量％の少なくとも１つのアルキル（オリゴ）グリコシド、
（ｂ）１～３０重量％の少なくとも１つの共界面活性剤、
（ｃ）５～６０重量％の有機油相、
（ｄ）０．５～１５重量％の少なくとも１つのワックス成分、
（ｅ）１００重量％になるまで加える水、
（ｆ）０～１０重量％のカチオン性ポリマー
（ｇ）０～１０重量％のさらなる成分
を含むマイクロエマルションを使用する。
【００３３】
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　別の好ましい実施態様において、
　４～２５重量％の成分（ａ）
　４～２０重量％の成分（ｂ）
　５～５０重量％の成分（ｃ）
　０．５～１５重量％の成分（ｄ）
　１０～６５重量％の成分（ｅ）
　０～１０重量％の成分（ｆ）
　０～５重量％の成分（ｇ）
を含有する（ただし、（ａ）～（ｇ）の合計は１００である）手洗い用食器洗浄剤の製造
にマイクロエマルションを用いる（全てのデータは活性成分（ＡＳ）に基づく）。
【００３４】
　特に好ましい実施態様において、
（ａ）１０～２５重量％の少なくとも１つのアルキル（オリゴ）グリコシド、
（ｂ）１０～２０重量％の少なくとも１つの共界面活性剤、
（ｃ）１０～５０重量％の、エステル油を含む有機油相、
（ｄ）０．５～１５重量％の少なくとも１つのワックス成分、
（ｅ）１００重量％になるまで加える水、
（ｇ）０～１０重量％のさらなる化粧品用添加剤
を含む化粧洗浄剤の製造にマイクロエマルションを使用する。
【００３５】
　化粧洗浄剤を製造するために用いられるマイクロエマルションは、特に好ましくは上記
段落において特定された量比で（ａ）～（ｇ）を含有する。
【００３６】
　本発明によれば、マイクロエマルションまたは化粧洗浄剤およびケア剤中に、粒子は微
細分散した形態で存在している。 本発明において、「微細分散」は、特にマイクロエマ
ルション中の粒子について３～１００ｎｍの平均粒子径を、マイクロエマルションの希釈
物において５０００ｎｍ以下（≦５０００ｎｍ）の粒子径を意味する。粒子径は、Horiba
 LB-500と称される機器を使用して、ＤＬＳ法に従って測定する。
【００３７】
〔マイクロエマルション〕
　マイクロエマルション自体は既知である。マイクロエマルションは、巨視的に均質であ
り、光学的に透明で、低粘度であり、 熱力学的に安定な混合物である。使用する界面活
性剤の種類によって、マイクロエマルションは温度依存性相挙動を示す。特にいくつかの
非イオン性界面活性剤、ここでは特に親水性分子部分がエポキシ基またはプロポキシ基か
ら形成される界面活性剤は、マイクロエマルションに特徴的な温度依存性相挙動をもたら
す。
【００３８】
　マイクロエマルションの形成の必須要件は、水に富んだ相と油に富んだ相との間におけ
る極めて低い界面張力である。マイクロエマルションに対するこの値は、１０－１～１０
－５ｍＮｍ－１であると考え得る。
【００３９】
　マイクロエマルションの平均粒子径は、通常１００ｎｍ以下、好ましくは３～１００ｎ
ｍである。それらは高い透明性を有しており、２０００ｒｐｍで少なくとも３０分間の遠
心分離において視覚的な相分離に対して安定である。本発明の教示においてマイクロエマ
ルションは、好ましくは１００ｎｍ未満の平均粒子径を示す。本発明のマイクロエマルシ
ョンの伝導率は、好ましくは５００μＳｉ／ｃｍ以上であり、特に好ましくは１０００μ
Ｓｉ／ｃｍ以上である。好ましい範囲は、８００～１５００μＳｉ／ｃｍである。本発明
のマイクロエマルションは、好ましくは透明であり、特に４０℃で８０％以上の透明度を
示し、典型的には４０℃で９０％より高い透明度である。９５～１００％の透明度（４０
℃で測定）を有するマイクロエマルションが好ましい。
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【００４０】
　好ましくは、マイクロエマルションは、油相と他の油溶性成分を混合し、全ての成分の
融点を超える温度まで油相を加熱し、次いで、界面活性剤含有水相を加えることにより容
易に調製される。あるいは、加熱した油相を水相に加えることもできる。必要に応じてさ
らに撹拌することで、熱力学的に安定なマイクロエマルションが自然に形成される。
【００４１】
　本発明の教示に従うマイクロエマルションは、好ましくは水中油型（Ｏ／Ｗ）エマルシ
ョンまたは両連続構造を有するエマルションである。したがって、マイクロエマルション
は、好ましくは外相として水を含み、アルキル（オリゴ）グリコシドおよびそれとは異な
る共乳化剤、ならびに油成分およびワックスを含む。しかしながら、マイクロエマルショ
ンは油中水型エマルションとして存在してもよい。
【００４２】
〔成分（ａ）〕
　本発明の成分（ａ）として、アルキル（オリゴ）グリコシドに基づくマイクロエマルシ
ョンを用いることが好ましい。
【００４３】
　アルキルおよびアルケニルオリゴグリコシドは、一般式（Ｉ）：
　　　Ｒ１Ｏ－［Ｇ］ｐ　（Ｉ）
〔式中、Ｒ１は４～２２個の炭素原子を有するアルキルおよび／またはアルケニル基であ
り、Ｇは５または６個の炭素原子を有する糖基であり、ｐは１～１０の数である〕
に相当する既知の非イオン性界面活性剤である。それらは従来の有機化学の適切な方法に
よって得ることができる。アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシドは、５ま
たは６個の炭素原子を有するアルドースまたはケトース、好ましくはグルコースから誘導
され得る。したがって、好ましいアルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシドは
、アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグルコシドである。一般式（Ｉ）の添字ｐは
、オリゴマー度（ＤＰ）、すなわちモノ－およびオリゴグリコシドの分布を示しており、
１～１０の数である。得られる化合物中のｐは常に整数でなくてはならず、とりわけ１～
６の値をとり得るのに対して、特定のアルキルオリゴグリコシドの値ｐは、多くの場合小
数である分析的に決定された計算値である。平均オリゴマー度ｐが１．１～３．０である
、アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシドを使用することが好ましい。オリ
ゴマー度が１．７未満、特に１．２～１．４であるアルキルおよび／またはアルケニルオ
リゴグリコシドが、応用の観点から好ましい。アルキルまたはアルケニル基Ｒ１は、４～
１１個、好ましくは８～１０個の炭素原子を有する第１級アルコールから誘導され得る。
典型例は、ブタノール、カプロンアルコール、カプリルアルコール、カプリンアルコール
およびウンデシルアルコールならびにそれらの工業用混合物（例えば、工業用脂肪酸メチ
ルエステルを水素化することによって、またはローレンオキソ合成由来のアルデヒドを水
素化することによって得られる）である。工業用Ｃ８～Ｃ１８ヤシ油脂肪アルコールの蒸
留分離の初留として得られ、６重量％未満のＣ１２アルコールを含み得るＣ８～Ｃ１０（
ＤＰ＝１～３）の鎖長を有するアルキルオリゴグルコシド、および工業用Ｃ９／１１オキ
ソアルコール（ＤＰ＝１～３）に基づくアルコールオリゴグルコシドが好ましい。アルキ
ルまたはアルケニル基Ｒ１は、１２～２２個、好ましくは１２～１４個の炭素原子を有す
る第１級アルコールからも誘導され得る。典型例は、ラウリルアルコール、ミリスチルア
ルコール、セチルアルコール、パルミトレイルアルコール、ステアリルアルコール、イソ
ステアリルアルコール、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリニルア
ルコール、アラキルアルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシル
アルコール、ブラシジルアルコールならびに上記に示したように得られるそれらの工業用
混合物である。ＤＰが１～３である水素化Ｃ１２／１４ヤシ油脂肪アルコールに基づくア
ルキルオリゴグルコシドが好ましい。
【００４４】
　本発明の教示する範囲において、マイクロエマルションは成分（ａ）を、マイクロエマ
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ルションの総重量に基づいて、好ましくは１～３５重量％の量で含み、手洗い用食器洗浄
剤の製造に使用するマイクロエマルションは、好ましくは２～３０重量％、特に４～２５
重量％の量で含む。化粧洗浄剤の製造のための使用においては、マイクロエマルションの
総重量に基づいて１０～３０重量％、特に好ましくは１５～２５重量％も量で存在する。
【００４５】
〔成分（ｂ）共界面活性剤〕
　さらなる必須成分として、本発明のマイクロエマルションは、成分（ａ）とは構造的に
異なるポリオール脂肪酸エステルである少なくとも１つの共界面活性剤を含む。本発明の
範囲において、共界面活性剤として用いられるポリオールの脂肪酸エステルは、少なくと
も３個の炭素原子と少なくとも３個のヒドロキシ基を有するアルコールを含む。
【００４６】
　手洗い用食器洗浄剤を製造するのに適する共界面活性剤は、特に非イオン性界面活性剤
、例えば脂肪アルコールアルコキシレートおよびその誘導体である。
【００４７】
　しかしながら、本発明の教示する範囲において、手洗い用食器洗浄剤の製造に特に好ま
しい共界面活性剤の群は、グリセロールのエステルである。グリセロールのモノエステル
がとりわけ好ましく、酸成分として１２～２２個の炭素原子を有する脂肪酸が特に好まし
い。特に、モノカルボン酸（直鎖であっても分枝状であってもよい）が適している。少な
くとも１つのＣ－Ｃ二重結合を含む直鎖の脂肪酸が特に好ましく、ここではオレイン酸が
特に好ましい例として挙げられる。したがって、手洗い用食器洗浄剤の製造におけるマイ
クロエマルションの使用に有利に選択されるべき成分（ｂ）はグリセロールモノオレエー
トである。一般的に市販されるモノグリセリドには、製造の結果、少量（例えば５重量％
未満または１重量％未満）のジグリセリドおよびトリグリセリド若しくは遊離グリセイン
がモノグリセリドの作用を害することなく存在していてもよい。手洗い用食器洗浄剤の製
造において、共界面活性剤は、マイクロエマルションの総重量に基づいて好ましくは１～
２０重量％の量で存在し、特に好ましくは４～２０重量％、４～１５重量％の量で存在す
る。
【００４８】
　化粧洗浄剤の製造において、好ましい共界面活性剤は、糖エステル、Ｗ／Ｏ乳化剤、例
えばソルビタンエステル、ソルビトール部分エステル、ポリソルベート、ポリグリセリル
エステル、ポリグリセリル部分エステルからなる群から選択されるポリオールの脂肪酸エ
ステルであり、具体的には、例えば、ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシステアレート
、ポリグリセリル－３ジイソステアレートである。さらに、化粧洗浄剤の製造に好ましい
共界面活性剤は、直鎖若しくは分枝アルケンの１価若しくは２価アルコールである。
【００４９】
　化粧洗浄剤の製造において、共界面活性剤は、マイクロエマルションの総重量に基づき
、好ましくは１０～２０重量％、特に好ましくは４～２０重量％の量で存在する。
　共界面活性剤は、混合物の形態で使用してもよい。
【００５０】
〔成分（ｃ）有機油相〕
　本発明の教示する範囲において、マイクロエマルションは、さらなる必須成分として、
少なくとも１つの油成分を含む水不溶性の相、いわゆる油相（すなわち非水溶性有機相）
を含む。好ましくは、マイクロエマルションの総重量に基づき５～６０重量％の量で含む
。
【００５１】
　好ましくは、マイクロエマルションは下記の群から選択される水不溶性油成分または油
相を含む：６～１８個の炭素原子を有する脂肪アルコールに基づくゲルベアルコール、直
鎖Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールとのエステル、また
は分枝Ｃ６～Ｃ１３カルボン酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールとのエステ
ル、直鎖Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と分枝アルコールとのエステル、Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコー
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ルおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸とのエステル、Ｃ６～Ｃ１０脂肪
酸に基づくトリグリセリド、Ｃ２～Ｃ１２ジカルボン酸と１～２２個の炭素原子を有する
直鎖若しくは分枝アルコールまたは２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシル
基を有するポリオールとのエステル、植物油、分枝第１級アルコール、置換シクロヘキサ
ン、直鎖および分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールカーボネート、６～１８個の、好ましく
は８～１０個の炭素原子を有する脂肪アルコールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸
と直鎖および／または分枝Ｃ６～Ｃ２２アルコールとのエステル、各アルキル基に６～２
２ 個の炭素原子を有する直鎖または分枝の対称または非対称ジアルキルエーテル、脂肪
族若しくはナフテン系炭化水素およびジアルキルシクロヘキサン。手洗い用食器洗浄剤の
製造のための使用において、水不溶性油成分は、マイクロエマルションの総重量に基づき
、好ましくは５～５０重量％の量で用いられる。また、手洗い用食器洗浄剤について、好
ましい油相は、Ｃ６～Ｃ１８脂肪酸に基づく液体のモノ－／ジ－／トリグリセリド混合物
（ジ－およびトリグリセリド含量は５重量％より多い）、エポキシ化脂肪酸エステルのポ
リオールによる開環生成物および／またはシリコーン油である。
【００５２】
　化粧洗浄剤の製造のための使用において、水不溶性油成分は、マイクロエマルションの
総重量に基づき、好ましくは５～５０重量％、好ましくは１０～５０重量％活性成分の量
で使用される。化粧洗浄剤に対して、アルコキシル化化合物以外の好ましい有機油相は、
液体エステル、すなわち、直鎖Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪ア
ルコールとのエステル、または分枝Ｃ６～Ｃ１３カルボン酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２

２脂肪アルコールとのエステル、直鎖Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と分枝アルコールとのエステル
、Ｃ１８～Ｃ３８アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖または分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アル
コールとのエステル、直鎖および／または分枝脂肪酸と多価アルコールおよび／またはゲ
ルベアルコールとのエステル、Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールおよび／またはゲルベアルコ
ールと芳香族カルボン酸とのエステルである。１４個以上の炭素原子を有する脂肪酸およ
び１４個以上の炭素原子を有するアルコールとのエステルは、それらが２１℃で固体であ
る場合には本発明のワックスに含まれる。さらに、Ｃ６～Ｃ１０脂肪酸に基づくトリグリ
セリド、Ｃ２～Ｃ１２ジカルボン酸と１～２２個の炭素原子を有する直鎖または分枝アル
コールまたは２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシ基を有するポリオールと
のエステル、植物油、直鎖および分枝Ｃ６～Ｃ２２脂肪アルコールカーボネートである。
【００５３】
　特に好ましくは以下の群から選択されるエステルオイルが挙げられる：イソプロピルパ
ルミテート、 イソプロピルミリステート、エチルヘキシルパルミテート、エチルヘキシ
ルステアレート、ジ－ｎ－オクチルカーボネート、カプリリルカプリレート、ミリスチル
ミリステート、ミリスチルパルミテート、ミリスチルステアレート、ミリスチルイソステ
アレート、ミリスチルオレエート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルエルケート、セチ
ルミリステート、セチルパルミテート、セチルステアレート、セチルイソステアレート、
セチルオレエート、セチルベヘネート、セチルエルケート、ステアリルミリステート、ス
テアリルパルミテート、ステアリルステアレート、ステアリルイソステアレート、ステア
リルオレエート、ステアリルベヘネート、ステアリルエルケート、イソステアリルミリス
テート、イソステアリルパルミテート、イソステアリルステアレート、イソステアリルイ
ソステアレート、イソステアリルオレエート、イソステアリルベヘネート、イソステアリ
ルオレエート、オレイルミリステート、オレイルパルミテート、オレイルステアレート、
オレイルイソステアレート、オレイルオレエート、オレイルベヘネート、オレイルエルケ
ート、ベヘニルミリステート、ベヘニルパルミテート、ベヘニルステアレート、ベヘニル
イソステアレート、ベヘニルオレエート、ベヘニルベヘネート、ベヘニルエルケート、エ
ルシルミリステート、エルシルパルミテート、エルシルステアレート、エルシルイソステ
アレート、エルシルオレエート、エルシルベヘネートおよびエルシルエルケート、ジオク
チルマレート、プロピレングリコール、ダイマージオールまたはトリマートリオールある
いはそれらの混合物。これらのエステル油の中で、カプリリルカプリレート、ヤシ油カプ
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リレートおよびジアルキルカーボネートが特に好ましい。
【００５４】
　化粧洗浄剤の有機油相は、特に好ましくは液体エステル油から構成される。
【００５５】
　油に加えて、脂肪様物質、例えばレシチンおよびリン脂質も適している。用語レシチン
は、脂肪酸、グリセロール、リン酸およびコリンからエステル化によって生成するグリセ
ロリン脂質を意味するものとして当業者に理解されている。したがって、レシチンはしば
しばホスファチジルコリン（ＰＣ）とも称される。挙げ得る天然レシチンの例はケファリ
ンであり、これはホスファチジン酸としても知られ、１，２－ジアシル－ｓｎ－グリセリ
ル－３－リン酸の誘導体である。一方、リン脂質は一般的に、リン酸とグリセロールのモ
ノエステル、好ましくはジエステル（グリセロホスフェート）を意味するものと理解され
、通常脂肪として分類される。さらに、スフィンゴシンおよび／またはスフィンゴ脂質も
適している。同様に、トコフェロールおよび精油も油成分として適当である。
【００５６】
　炭化水素は、炭素と水素のみからなる有機化合物を称するために用いられる用語である
。これらには、環状および非環状（＝脂肪族）化合物が含まれる。これらには、飽和およ
びモノ－またはポリ不飽和化合物が含まれる。炭化水素は、直鎖であっても分枝であって
もよい。炭化水素中の炭素数によって、炭化水素を奇数炭化水素（例えば、ノナン、ウン
デカン、トリデカン）または偶数炭化水素（例えば、オクタン、ドデカン、テトラデカン
）に分類することができる。分枝の型によって、炭化水素を直鎖（＝非分枝）または分枝
炭化水素に分類することができる。飽和脂肪族炭化水素はパラフィンとも呼ばれる。
【００５７】
〔成分（ｄ）ワックス〕
　さらなる構成成分として、マイクロエマルションはワックスを含む。ワックスは、上記
段落において特定する油との混合物中に存在していてもよい。本発明において、ワックス
は、室温（２１℃）で固体であるが、一般的に特定の成形可能性を有する、動物若しくは
植物期限の天然物質である。ワックスは水に不溶であるが、油溶性であり、撥水性膜を形
成することができる。
【００５８】
　本発明の教示に従う範囲において、洗浄剤の製造に用いるワックスの典型例は、一般に
、天然ワックス、例えばショレアステノペテラバター（Ｃｅｇｅｓｏｆｔ ＳＨ）、シア
バター、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、木ロウ、エスパルトグラスワックス、コル
クワックス、グアルマワックス、米ぬか油ワックス、甘蔗ワックス、オウリキュウリロウ
、モンタンロウ、蜜蝋、セラックワックス、鯨ロウ、ラノリン（羊毛脂）、尾腺グリース
、セレシン、オゾケライト（地ロウ）、ペテロラタム、パラフィンワックス、マイクロワ
ックス；化学的変性ワックス（ハードワックス）、例えばモンタンエステルワックス、サ
ソルワックス、水添ホホバワックス、および合成ワックス、例えばポリアルキレンワック
スおよびポリエチレングリコールワックスである。さらに、長鎖脂肪酸（少なくとも１４
個の炭素原子）と長鎖脂肪アルコール（少なくとも１４個の炭素原子）とのエステル、例
えばミリスチルミリステート（Ｃｅｔｉｏｌ ＭＭ）またはオルス油のＣ１６～Ｃ１８ト
リグリセリド（Ｃｅｇｅｓｏｆｔ ＰＳ６）も用語ワックスに分類される。
【００５９】
　手洗い用食器洗浄剤の製造の使用においては、ワックスとして、特に少なくとも１４個
の炭素原子を有するモノカルボン酸と少なくとも１４個の炭素原子を有する脂肪アルコー
ルとのエステルが対象となる。化粧洗浄剤の製造の使用においては、天然ワックスが特に
好ましく、中でもシアバターがとりわけ好ましい。シアバター（シア脂肪、ｋａｒｉｔｅ
ｅ ｆａｔ若しくはｃａｒｉｔｅｅ ｆａｔ、ガラムバター）は、植物ブチロスパーマムパ
ーキー、アフリカシアバターの木から得られる天然固体脂肪物質であり、市販されている
。その融解範囲は３５～４２℃である。一般的にシアバターは、８９～９８重量％のトリ
グリセリド、グリセロール部分エステルおよび遊離脂肪酸、ならびに２～１１重量％の非
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鹸化性画分含量を含み、炭化水素（「ｋａｒｉｔｅｎｅｓ」）、トリテルペンアルコール
およびステロールが最も重要である。
【００６０】
〔成分（ｅ）水〕
　マイクロエマルションおよび化粧剤のさらなる必須成分は水である。水は、好ましくは
脱塩水である。マイクロエマルションは、好ましくは９０重量％までの水を含有する。
【００６１】
　手洗い用食器洗浄剤の製造の使用においては、１０～７５重量％の量、特に１５～６５
重量％の量が好ましい。
【００６２】
　化粧洗浄剤の製造に使用するマイクロエマルションにおける好ましい水の割合の範囲は
、マイクロエマルション中に５～６０重量％、特に５～５０重量％、特に１０～４０重量
％の量である。化粧洗浄剤に対しては、化粧洗浄剤の総量に基づいて８０重量％を越える
水の割合が好ましい。これは、存在するマイクロエマルションに由来する水の割合が８０
重量％に含まれることを意味する。同様に、水を含む他の成分に由来する水も含まれる。
【００６３】
〔他の成分〕
　さらに、マイクロエマルションは、付加的成分（ｆ）としてカチオン化合物、特に第４
級アンモニウム化合物またはカチオン性ポリマーを含むことができる。本明細書において
、第４級アンモニウム化合物は、特に４級化脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩を意
味するものと理解される。しかしながら、アルキルアンモニウムハライドも同様に適して
いる。
【００６４】
　適当なカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体、例えば４級化ヒ
ドロエチルセルロース、カチオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミド
のコポリマー、４級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、例えばＬｕｖｉ
ｑｕａｔ（ＢＡＳＦ製）、ポリグリコールとアミンの縮合生成物、４級化コラーゲンポリ
ペプチド、例えばラウリルジモニウムヒドロキシプロピルヒドロライズドコラーゲン（Ｌ
ａｍｅｑｕａｔ）、４級化コムギポリペプチド、ポリエチレンイミン、カチオン性シリコ
ーンポリマー、例えばアミドメチコン、アジピン酸およびジメチルアミノヒドロキシプロ
ピルジエチレントリアミンのコポリマー（Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎｅ）、アクリル酸とジメ
チルジアリルアンモニウムクロリドのコポリマー（Ｍｅｒｑｕａｔ ５５０）、ポリアミ
ノポリアミド、例えば仏国特許ＦＲ－Ａ２２５２８４０号に記載のもの、およびその架橋
水溶性ポリマー、カチオン性キチン誘導体、例えば４級化キトサン（場合により、微結晶
分布したもの）、ジハロゲン化アルキレンの縮合生成物（例えば、ジブロモブタンとビス
ジアルキルアミンとの縮合生成物）、例えばビス－ジメチルアミノ－１,３－プロパン、
カチオン性グアーガム、４級化アンモニウム塩ポリマー、例えばＭｉｒａｐｏｌ Ａ－１
５、Ｍｉｒａｐｏｌ ＡＤ－１、Ｍｉｒａｐｏｌ ＡＺ－１（Ｍｉｒａｎｏｌ製）である。
【００６５】
　他の好ましいカチオン性ポリマーは、下記の群から選択される：アクリル酸若しくはメ
タクリル酸のエステル若しくはアミド誘導体のホモポリマー若しくはコポリマー（例えば
ＩＮＣＩ：ポリクオタニウム－７またはＰＱ－７）、メタクリロイルエチルトリメチルア
ンモニウムクロリドのホモポリマー（ＩＮＣＩ：ポリクオタニウム－３７またはＰＱ－３
７）、ヒドロキシエチルセルロースとジアリルジメチルアンモニウムクロリドの４級化コ
ポリマー（ＩＮＣＩ：ポリクオタニウム－４またはＰＱ－４）、トリメチルアンモニウム
置換エポキシドにより修飾されたヒドロキシエチルセルロースの高分子４級化アンモニウ
ム塩（ＩＮＣＩ：ポリクオタニウム－１０またはＰＱ－１０）、４級化された解重合グア
ーガム誘導体（ＩＮＣＩ：グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド）または４級
化グアー誘導体およびヒドロキシエチルセルロースとジアリルジメチルアンモニウムクロ
リドの４級化コポリマー。好ましい実施態様において、カチオン性ポリマーはポリクオタ
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ニウム－７、ポリクオタニウム－１０およびカチオン性グアー誘導体からなる群から選択
される。
【００６６】
　さらに、欧州特許出願公開第１７６７５５４号の教示に従うカチオン性ポリマーも有利
に使用することができる。それらは、Ｐｏｌｙｑｕａｒｔ Ｐｒｏの名称のもと本願出願
人により販売されている。本発明のマイクロエマルションは、好ましくは０．０５～２重
量％のこれらのカチオン性ポリマーを含有する。
【００６７】
　本発明の化粧洗浄剤は、成分（Ｃ）として特定のカチオンポリマーを含む。この場合で
も、好ましいカチオン性ポリマーはポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１０およ
びカチオン性グアー誘導体からなる群から選択される。特に好ましい実施態様においては
、カチオン性グアー誘導体が「グリーン」コンセプトに沿うためカチオン性グアー誘導体
が好ましい。
【００６８】
〔成分（ｇ）さらなる成分〕
　さらに、マイクロエマルションに任意に配合可能な成分は、ヒドロトロープ、例えばグ
リセリン、防腐剤、クエン酸、フェノキシエタノール、ＵＶ光保護フィルター、酸化防止
剤、生物活性成分、香料、染料、殺生物剤、抑泡剤およびｐＨ調整剤からなる群から選択
されるさらなる成分である。
【００６９】
　手洗い用食器洗浄剤の製造の使用においては、好ましくは、ｐＨ調整剤、特に無機酸若
しくは有機酸、例えばクエン酸若しくは安息香酸、および殺生物剤および／または防腐剤
が存在する。
【００７０】
　これらの任意成分は、マイクロエマルションの総重量に基づいて、総量で好ましくは１
～３０重量％、特に２～１５重量％の量で存在する。
【００７１】
　本発明の範囲において、本発明において使用するマイクロエマルションに対する特定の
さらなる成分は、化粧洗浄剤中に成分（Ｅ）としても存在し得る。
【００７２】
　特定のさらなる成分に加えて、マイクロエマルションおよび／またはこのマイクロエマ
ルションを含む化粧洗浄剤は、当業者に既知の化粧品用助剤および添加剤を含むことがで
きる。それは、例えばマイルドな界面活性剤、乳化剤、真珠光沢ワックス、安定化剤、塩
、増粘剤、コンシステンシー調整剤、セルフタンニング剤、顔料、酸化防止剤、フケ防止
剤、被膜形成剤、膨潤剤、防虫剤、消臭および制汗剤成分、生体活性成分などである。本
発明において好ましい生体活性成分は、特に、トコフェロール、酢酸トコフェロール、パ
ルミチン酸トコフェロール、デオキシリボ核酸、コエンザイムＱ１０、アスコルビン酸、
レチノールおよびレチニル誘導体、ビサボロール、アラントイン、フィタントリオール、
パンテノール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、精油、ヒアルロン酸、クレアチン、タン
パク質加水分解物、植物抽出物、ペプチドおよびビタミン複合体である。
【００７３】
　別の好ましい実施態様において、
　４～２５重量％の成分（ａ）
　４～２０重量％の成分（ｂ）
　５～５０重量％の成分（ｃ）
　０．５～１５重量％の成分（ｄ）
　１００重量％になるまで加える成分（ｅ）
　０～１０重量％の成分（ｆ）
　０～５重量％の成分（ｇ）
を含有する（ただし、（ａ）～（ｇ）の合計は１００である）マイクロエマルションを用
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いる（全てのデータは活性成分（ＡＳ）に基づく）。
【００７４】
　カチオン性成分（ｆ）を含有することなくマイクロエマルションを調製することができ
る。したがって、下記組成物は、手洗い用食器洗浄剤の製造の使用に好適である（ＡＳに
基づく）：
　４～２５重量％の成分（ａ）アルキル（オリゴ）グリコシド
　４～２０重量％の成分（ｂ）共界面活性剤、好ましくはグリセロールエステル
　５～５０重量％の成分（ｃ）有機油相、好ましくはジアルキルエーテル
　０．５～１５重量％の成分（ｄ）ワックス、好ましくはアルキルエステル、および
　０～５重量％のさらなる成分（ｇ）
　および残り１００重量％になるまでの水。
【００７５】
　カチオン性成分（ｆ）を含むマイクロエマルションも有利である（全てのデータはＡＳ
に基づく）。本発明においては、下記の量的範囲が手洗い用食器洗浄剤の製造に好適であ
る：
　４～２５重量％の成分（ａ）アルキル（オリゴ）グリコシド
　４～２０重量％の成分（ｂ）共界面活性剤、好ましくはグリセロールエステル
　５～５０重量％の成分（ｃ）有機油相、好ましくはジアルキルエーテル
　０．５～１５重量％の成分（ｄ）ワックス、好ましくはアルキルエステル、
　０．５～１０重量％の成分（ｆ）、および
　０～５重量％のさらなる成分（ｇ）
　および残り１００重量％になるまでの水。
【００７６】
　本発明の水性マイクロエマルションのｐＨは２～９であることが好ましく、３～８の範
囲が有利であり得る。
【００７７】
〔マイクロエマルションの製造〕
　これらのエマルションは、例えば、まず初めに、第１段階において好ましくは、一般式
：Ｒ１Ｏ－［Ｇ］ｐ〔式中、Ｒ１は４～２２個の炭素原子を有するアルキル基および／ま
たはアルケニル基であり、Ｇは５～６個の炭素原子を有する糖基であり、ｐは１～１０の
数である〕で示されるアルキル（オリゴ）グリコシドを少なくとも１０～２０重量％含む
マイクロエマルションを調製し、好ましくは１～３０重量％の共界面活性剤および好まし
くは５～５０重量％の油体および残り１００重量％までの水を加えて、この混合物を（必
要に応じて３０～８０℃まで加熱しながら）撹拌することにより製造される。
【００７８】
　好ましい実施態様において、国際公開第０８／１５５０７５号の教示に従ってマイクロ
エマルションを製造する。この文献に記載された方法は、第１段階において、マイクロエ
マルションをそれ自体既知の方法により調製する２段階工程である。第１段階において、
好ましくはマイクロエマルションを、油相と他の油溶性成分を混合し、全構成成分の融点
を越える油相温度まで加熱し、次いで水性界面活性剤含有相加えることにより製造する。
必要に応じてさらに攪拌することで、熱力学的に安定なマイクロエマルションが自然に形
成される。
【００７９】
　本発明によれば、洗浄剤の皮膚適合性を改善するために、マイクロエマルションをそれ
自体既知の洗浄剤に加える。好ましくは、マイクロエマルションを手洗い用食器洗浄剤お
よび化粧洗浄剤、特にシャワージェルに加える。このため、マイクロエマルションを洗浄
剤の他の構成成分と３５～６５℃の温度、好ましくは４０～５０℃の温度で混合すること
が有利である。水不溶性油相、および／またはワックス成分のために、低い処理温度はエ
マルションに濁りを生じるかもしれない。
【００８０】
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　要求されるプロファイルに応じて、マイクロエマルションを直接使用する。
【００８１】
　本発明の範囲において、化粧洗浄剤のさらなる添加剤としてマイクロエマルションを使
用することができる。
【００８２】
　したがって、本発明はさらに、本発明のマイクロエマルション（Ａ）を含有する化粧洗
浄剤を必然的に提供する。さらに、本発明の化粧洗浄剤は、
（Ｂ）アニオン性界面活性剤、好ましくはアルコキシル化アニオン性界面活性剤、例えば
ラウリル硫酸ナトリウム
（Ｃ）カチオン性ポリマー
（Ｄ）任意にさらなる界面活性剤
（Ｅ）任意に化粧品用添加剤
（Ｆ）水
を含む。
【００８３】
　加工性および効果の観点のいずれからも有利であるため、化粧洗浄剤と同様に、液体非
化粧洗浄剤にも好ましくはマイクロエマルションを加える。非化粧洗浄剤は、一般的にア
ニオン性および／または両性および／または非イオン性界面活性剤、ならびに水およびこ
れらの剤に一般的な任意のさらなる成分を含む。
【００８４】
　本発明の教示する範囲において、非化粧洗浄剤は、特に使用に際して人の皮膚と直接接
触し得る洗浄剤を意味するものと理解される。これらには、特に多目的洗浄剤、浴室若し
くは台所洗浄剤、油化およびカーペットクリーナーおよび手洗い用食器洗浄剤が含まれる
。
【００８５】
　本発明に従って製造される微細分散エマルションの泡状の化粧洗浄剤は、化粧洗浄剤、
例えばシャワージェル、シャワーバス、ヘアシャンプー、ヘアローション、フォームバス
、手洗い洗浄剤、洗顔剤、メイクアップリムーバー、浴用調製物、ベビーケア製品、クリ
ーム、ゲル、ローション、アルコール性および水性／アルコール性溶液、エマルション、
ワックス／脂肪塊、スティック調製物、粉末または軟膏などの製造に用いることもできる
。
【００８６】
　皮膚または毛髪を洗浄するための、低粘度の、透明若しくはわずかな濁りのあるゲルが
好ましい。マイクロエマルションおよび化粧洗浄剤は、ユーザー等がポンプフォーマーか
ら適用することにより湿潤若しくは乾燥状態で使用するワイプ、織物用の含浸媒体として
機能し得る。
【００８７】
　化粧洗浄剤および非化粧洗浄剤は、いずれもそれ自体既知の方法により製造される。上
記記載のマイクロエマルションを洗浄剤の成分に添加し、所定の全ての成分を含む最終的
なマイクロエマルションを洗浄剤の残りの成分と一緒にした場合にのみ本発明の効果は出
現する。
【００８８】
　個々の成分の添加は所望する結果をもたらさない：ここで不可欠なのは、本発明の教示
を実現するためのマイクロエマルションの特徴である。
【００８９】
　透明な製品を製造するためには、完全な混合を達成するために洗浄剤の他成分へのマイ
クロエマルションの添加をわずかな上昇温度下、好ましくは３０～６０℃の温度で行う。
【００９０】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧洗浄剤は、
　（Ａ）０．１～２０重量％の本発明で用いるマイクロエマルション、
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　（Ｂ）５～２０重量％のアニオン性界面活性剤、
　（Ｃ）０．０２～２重量％のカチオン性ポリマー、
　（Ｄ）０～１５重量％のさらなる界面活性剤、
　（Ｅ）０～１０重量％の化粧品用添加剤
　（Ｆ）１００重量％まで加える水
を含む。
【００９１】
　別の好ましい実施態様において、本発明の化粧洗浄剤は、
　（Ａ）０．１～２０重量％の本発明で用いるマイクロエマルション、
　（Ｂ）５～２０重量％のアニオン性界面活性剤、
　（Ｃ）０．０２～２重量％のカチオン性ポリマー、
　（Ｄ）０～１５重量％のさらなる界面活性剤、
　（Ｅ）０～１０重量％の化粧品用添加剤
　（Ｆ）１００重量％まで加える水
からなる。
【００９２】
　（Ａ）０．２～１０重量％の本発明で用いるマイクロエマルション、
　（Ｂ）８～１５重量％のアニオン性界面活性剤、
　（Ｃ）０．０５～１重量％のカチオン性ポリマー、
　（Ｄ）０～５重量％のさらなる界面活性剤、
　（Ｅ）０～１０重量％の化粧品用添加剤
　（Ｆ）１００重量％まで加える水
を含む化粧洗浄剤が特に好ましい。
【００９３】
　上述したように、本発明のマイクロエマルションと同様に、本発明の化粧洗浄剤は、成
分（Ｂ）アニオン性界面活性剤などのさらなる成分も含む。このアニオン性界面活性剤は
、石鹸、アルキルベンゼンスルホネート、アルカンスルホネート、オレフィンスルホネー
ト、アルキルエーテルスルホネート、グリセロールエーテルスルホネート、α－メチルエ
ステルスルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルスルフェート、脂肪アルコールエーテルス
ルフェート、グリセロールエーテルスルフェート、脂肪酸エーテルスルフェート、ヒドロ
キシ混合エーテルスルフェート、モノグリセリド（エーテル）スルフェート、脂肪酸アミ
ド（エーテル）スルフェート、モノおよびジアルキルスルホスクシネート、モノおよびジ
アルキルスルホスクシナメート、スルホトリグリセリド、アミド石鹸、エーテルカルボン
酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、脂肪酸タウリド、Ｎ－
アシルアミノ酸、例えばアシルラクチレート、アシルタートレート、アシルグルタメート
およびアシルアスパルテート、アルキルオリゴグルコシドスルフェート、タンパク質脂肪
酸縮合物（特に、コムギ系植物性生成物）、およびアルキル（エーテル）ホスフェートか
らなる群から選択され；脂肪アルコールエーテルスルフェート、例えばラウリル硫酸ナト
リウムまたは洗浄ケア剤（例えばシャワージェル、シャンプー、手洗い洗浄剤など）とし
て使用するための同等の発泡挙動を有する他の化合物が特に好ましい。
【００９４】
〔カチオン性ポリマー（Ｃ）〕
　成分（Ｃ）として、本特許出願の化粧品は、上述したカチオン性ポリマーを含有する。
【００９５】
〔さらなる成分（Ｄ）〕
　成分（Ｄ）として、本特許出願の化粧品はさらなる界面活性剤を含有する。非イオン性
界面活性剤の典型例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキルフェノールポ
リグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドポリグリコールエ
ーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリド、混合エー
テルおよび混合ホルマール、場合により部分的に酸化されたアルキル（アルケニル）オリ
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ゴグリコシド若しくはグルコン酸誘導体、脂肪酸Ｎ－アルキルグルカミド、タンパク質加
水分解物（特に、コムギ系植物性生成物）、ポリオール脂肪酸エステル、糖エステル、ソ
ルビタンエステル、ポリソルベート、およびアミンオキシドである。ノニオン性界面活性
剤がポリグリコールエーテル鎖を有する場合、これらは通常の同族体分布を有し得るが、
狭い同族体分布を有することが好ましい。カチオン性界面活性剤の典型例は、第４級アン
モニウム化合物、例えば、ジメチルジステアリルアンモニウムクロリド、およびエステル
クウォート、特に４級化脂肪酸トリアルカノールアミンエステル塩である。
【００９６】
　本発明において好ましいさらなる界面活性剤は、両性または双性イオン性界面活性剤で
ある。両性または双性イオン性界面活性剤の典型例は、アルキルベタイン、アルキルアミ
ドベタイン、アミノプロピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタイン、
およびスルホベタインであり、コカミドプロピルベタインが特に好ましい。具体的な界面
活性剤は、もっぱら既知の化合物である。特に適するマイルドな（すなわち、特に皮膚適
合性である）界面活性剤の典型例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテルスルフェー
ト、モノグリセリドスルフェート、モノおよび／またはジアルキルスルホスクシネート、
脂肪酸イソチオネート、脂肪酸サアルコシネート、脂肪酸タウリド、脂肪酸グルタメート
、α－オレフィンスルホネート、エーテルカルボン酸、アルキルオリゴグルコシド、脂肪
酸グルカミド、アルキルアミノベタイン、例えばコカミドプロピルベタイン、アンホ酢酸
塩、例えばココアンホアセテートおよび／またはタンパク質脂肪酸縮合物（コムギ生成物
に基づくものが好ましい）である。
【００９７】
〔化粧品用添加剤（Ｅ）〕
　化粧品用添加剤のさらなる成分（Ｅ）はすでに上記で記載している。本発明においては
、マイクロエマルション中に組み込むのではなく、化粧洗浄剤中に上記化粧品用添加剤が
存在することが好ましい。しかしながら、さらなる成分（Ｂ～Ｅ）を含まないマイクロエ
マルションを用いる場合には、これらの添加剤を含むことができる。洗浄ゲルまたはペー
ストおよび軟膏としての使用に対しては、コンシステンシー調整剤および増粘剤が化粧品
用添加剤として存在することが好ましい。これらは以下の化合物から選択し得る。
【００９８】
〔コンシステンシー調整剤および増粘剤〕
　適当なコンシステンシー調整剤は、１２～２２個の、好ましくは１６～１８個の炭素原
子を有する第１級脂肪アルコール若しくはヒドロキシ脂肪アルコール、さらに、部分グリ
セリド、脂肪酸またはヒドロキシ脂肪酸である。これらの物質と、同鎖長のアルキルオリ
ゴグルコシドおよび／または脂肪酸 Ｎ－メチルグルカミド、および／またはポリグリセ
ロールポリ－１２－ヒドロキシステアレートとの組み合せが好ましい。適当な増粘剤は、
例えば、Ａｅｒｏｓｉｌグレード（親水性シリカ）、多糖、とりわけキサンタンガム、グ
アー、寒天、アルギネートおよびチロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエ
チルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、および高分子量の脂肪酸ポリエチレン
グリコールモノエステルおよびジエステル、ポリアクリレートおよび疎水的に改質された
ポリアクリレート、ポリアクリルアミド、ポリマー、ポリビニルアルコールおよびポリビ
ニルピロリドンである。例えば、シクロペンタシロキサン、ジステアルジモニウムヘクト
ライトおよびプロピレンカーボネートの混合物であるベントナイトも、特に効果を与える
。界面活性剤、例えばエトキシル化脂肪酸グリセリド、脂肪酸とポリオール（例えばペン
タエリスリトールまたはトリメチロールプロパン）とのエステル、狭い同族体分布を有す
る脂肪アルコールエトキシレート、またはアルキルオリゴグルコシド、および電解質（例
えば塩化ナトリウムおよび塩化アンモニウム）も適当である。
【００９９】
　本発明において防腐剤を用いる場合、好ましくは安息香酸およびその塩、クエン酸およ
びその塩、フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、アルキルパラベン、好ましくは
エチルパラベン、メチルパラベンおよびプロピルパラベンからなる群から選択される。例
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えば、ホルムアルデヒド溶液、ペンタンジオール、またはソルビン酸およびＳｕｒｆａｃ
ｉｎｅ（登録商標）のもと既知の銀錯体、ならびに化粧品指針の付属書６のパートＡおよ
びＢに挙げられている他の群の物質も適当な防腐剤である。
【０１００】
　成分（Ａ）としてマイクロエマルションを本発明の化粧洗浄剤に組み込むことにより、
比較的多い量の油体を透明若しくはわずかな濁りで組み込むことが可能となり、成分（Ｂ
）の界面活性剤により安定化した組成物中で成分（Ｃ）のカチオン性ポリマーを含む前記
油体は、調製物の優れたコンディショニング特性をもたらす。
【０１０１】
　非化粧洗浄剤、好ましくは手洗い用食器洗浄剤を製造するために、本発明に従って、こ
れらの洗浄剤に典型的な成分（例えば界面活性剤）を添加することが好ましい。
【０１０２】
　化粧洗浄剤に対して、成分（Ｂ）として例示した界面活性剤が、非化粧洗浄剤における
アニオン性界面活性剤の典型例である。アニオン性界面活性剤がポリグリコールエーテル
鎖を有する場合、これらは、通常の同族体分布を有してよいが、好ましくは狭い同族体分
布を有する。
【０１０３】
　非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤および両性および／または双性イオン性
界面活性剤の典型例としては、化粧洗浄剤に対して、成分（Ｄ）として選択記載したもの
が相当する。
【０１０４】
　非化粧洗浄剤を製造するために、アニオン性界面活性剤（本発明においてはアルキルエ
ーテルスルフェート）が存在することが特に好ましい。
【０１０５】
　アルキルエーテルスルフェート（「エーテルスルフェート」）は、脂肪アルコールまた
はオキソアルコールポリグリコールエーテルのＳＯ３

－またはクロロスルホン酸（ＣＳＡ
）硫酸化および続く中和によって工業的に調製される既知のアニオン性界面活性剤である
。本発明において適当なエーテルスルフェートは、一般式：Ｒ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）

ｍＳＯ３Ｘ〔式中、Ｒ２は６～２２個の炭素原子を有する直鎖または分枝のアルキルおよ
び／またはアルケニル基であり、ｎは１～１０の数であり、Ｘはアルカリ金属および／ま
たはアルカリ土類金属、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウ
ムまたはグルカンモニウムである〕で示されるエーテルスルフェートである。典型例は、
ナトリウム塩および／またはマグネシウム塩としての、カプロンアルコール、カプリルア
ルコール、２－エチルヘキシルアルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、
イソトリデシルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、パルモレイルア
ルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、エ
ライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、アラキルアルコール、ガドレイルアル
コール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコールおよびブラシジルアルコールおよびそ
れらの工業用混合物の、平均１～１０ｍｏｌ、特に２～５ｍｏｌエチレンオキシド付加生
成物のスルフェートである。本発明では、エーテルスルフェートは、通常または狭い同族
体分布のいずれを有してもよい。工業用Ｃ１２／１４またはＣ１２／１８ヤシ脂肪アルコ
ール画分の平均２～３ｍｏｌエチレンオキシド付加生成物に基づくエーテルスルフェート
を、それらのナトリウム塩および／またはマグネシウム塩として使用することが特に好ま
しい。
【０１０６】
　非化粧洗浄剤は、染料、香料、パール化剤、乳白剤、錯化剤、無機酸若しくは有機酸お
よび／または塩基、ビルダー、漂白剤、抑泡剤、またポリマー（例えば増粘剤として、ビ
ルダーとして）、ヒドロトロープ、および可溶化促進剤などを含有することができる。非
化粧洗浄剤は、好ましくはポリマーを含有する。この詳細に関しては上記記載が参照され
る。これらの物質は、非化粧洗浄剤の総重量に基づき、通常総量で２０重量％までの量、
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好ましくは最大でも１５重量％の量、とりわけ１．５～５重量％の量で用いられる。
【０１０７】
　この洗浄剤のｐＨは、好ましくは４．０～１０．０の範囲、好ましくは５．５～８．０
の範囲である。好ましくは、非化粧洗浄剤は、６～７．５の範囲のｐＨを有する。しかし
ながら、しばしば浴室で使用されるような酸性洗浄剤の場合、かなり低いｐＨ値、典型的
には２～５、好ましくは３．５～４．５のｐＨ値も好ましい。化粧洗浄剤については、ｐ
Ｈ４～８の範囲が好ましい。
【０１０８】
　さらにこの出願は、洗浄剤、特に水性手洗い用食器洗浄剤および／または化粧洗浄剤（
シャワーゲルおよびシャンプーなど）の感覚特性を改善するための、上記のマイクロエマ
ルションの使用を提供する。
【０１０９】
　感覚特性は、人による知覚において変化をもたらす剤の特性を意味するものと理解され
る。したがって、本願の場合は、特に人の皮膚と１つの物質または物質の混合物との直接
的な接触により誘発される皮膚感覚を意味する。実際にはこの皮膚感覚は、例えば等級付
けを用いて、特定のパラメータ（例えば「皮膚の乾燥」や「皮膚の柔らかさ」など）に関
してその感覚印象が適格である被験者によるパネル試験により確認される。
【０１１０】
　洗浄剤に本発明のマイクロエマルションを添加することにより、特定の洗浄剤に接触し
た後の被験者のこれらの感覚印象を改善することができる。
【０１１１】
　所望する結果を達成するために、洗浄剤の総重量に基づいて、好ましくは０．１～２０
重量％、好ましくは０．２～１０重量％の量でマイクロエマルションを使用する。
【０１１２】
　したがって、最後の主題は、アニオン性および両性界面活性剤、ならびに手洗い用食器
洗浄剤の総重量に基づいて０．２～１０重量％の量の上記マイクロエマルションを含む手
洗い用食器洗浄剤に関する。このような手洗い用食器洗浄剤は、さらに５～２５重量％の
アニオン性界面活性剤、０～１重量％のカチオン性ポリマー（好ましくはＰＱ－７型およ
び／またはＰＱ－１０型（ＩＮＣＩ名による））および１００重量％までの水を含有する
。
【実施例】
【０１１３】
〈１．手洗い用食器洗浄剤の処方〉
　手洗い用食器洗浄剤において使用するために、下記マイクロエマルションＭ１およびＭ
２を調製した。
【０１１４】
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【表１】

【０１１５】
　２種の手洗い用食器洗浄剤（Ｈ１およびＨ２）を製造するために、２種のマイクロエマ
ルション（Ｍ１およびＭ２）を用いた。
【０１１６】
　比較として、マイクロエマルションを含まない剤（Ｈ３）を使用した。表中の全ての量
的データは、活性物質（ＡＳ）に対する。
【０１１７】
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【表２】

【０１１８】
　３つの処方Ｈ１～Ｈ３を、２つ１組で、被験者による上腕試験により試験した。この試
験のために、被験者の濡れた上腕に、１０ｇ／ｌの濃度の剤を滴下して、そのまま３０秒
間放置した。その後、腕を水で５秒間濯ぎ流した。「剤の伸び広がり」、「塗布後の柔軟
性」、「３０秒後の柔軟性」、「塗布後および３０秒後の滑らかさ」、「塗布後および３
０秒後の乾燥」および「容認性」に対する被験者の印象を評価するために質問した。処方
Ｈ１とＨ３、および処方Ｈ２とＨ３を互いに試験した。
　それぞれの場合において、処方Ｈ１はＨ３より望ましく、処方Ｈ２はＨ３より望ましい
ことがわかった。
【０１１９】
〈２．シャワージェル用の処方〉
　下記処方は、本発明を限定することなく説明することを意図するものである。他に明示
しない限り、全ての量的データ、割合およびパーセンテージは、重量および総量または調
製物の総重量に基づく重量％である。実施例で定められる重量％は、活性含量または活性
物質の重量％である。
【０１２０】
　全ての物質は、Ｃｏｇｎｉｓ製の製品である。全ての物質の名称は登録商標である。
【０１２１】
　化粧洗浄剤用の本発明のマイクロエマルション（実施例処方Ｍ３～Ｍ７）
【０１２２】
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【表３】

【０１２３】
　マイクロエマルションは、成分を７５℃の温度で撹拌しながら混合することにより調製
した。粘度は、ブルックフィールド粘度計（スピンドル２、２０ｒｐｍ）を用いて測定し
た。
【０１２４】
　シャワージェルを製造するために、上記マイクロエマルションＭ３～Ｍ７の１つ （Ｍ
４）を、第１工程で下記処方に混合した。透明エマルションが形成される。
【０１２５】
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【表４】

【０１２６】
　皮膚への脂質成分の沈着（Ｃｅｔｉｏｌ　８８の検出）
【０１２７】
　脂質成分の沈着特性に関して処方Ｆ～Ｉを被験者により評価した。目的は、エステル油
およびワックス、特にシアバターを含む上述した本発明のマイクロエマルションＭ３～Ｍ
７を含まない処方と比較して、本発明の処方を用いた後、どのような濃度の所定の脂質が
皮膚へ作用するかを決定することである。この試験のために、被験者の腕を１３％濃度の
Ｔｅｘａｐｏｎ　ＮＳＯ溶液により前洗浄してブランク値を決定し、処理すべき領域を分
けた。１ｇの生成物を４５秒間試験リーダーによりそれぞれの領域に塗り込んだ後、処理
領域を９５０ｍｌの水で所定の方法により濯ぎ流した。ガラスシリンダーを赤らみ上に載
せ、３ｍｌのエタノールで満たし、ガラス棒を使って１分間皮膚に塗り込んだ。溶出液を
、パスツールピペットを使ってバイアル瓶に移し、ＧＣ／ＭＳ接合装置により分析した。
濃度は、μｇ／ｃｍ２で表した。
【０１２８】
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【表５】

【０１２９】
　表の最終行の結果は、ワックス含有マイクロエマルションを使用することにより、脂質
成分の非常に高い蓄積が記録されることを明確に示している。これらの試験は、ワックス
含有マイクロエマルションの皮膚に対するプラスの効果を示す。しかしながら、洗浄活性
成分のマイナスの効果、例えば皮膚上の脂質膜の破壊や皮膚の乾燥は、ワックス含有マイ
クロエマルションを使用することにより、洗浄活性成分のプラスの洗浄効果を失うことな
く消えて無くなる。
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【国際調査報告】
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